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9月30日に３年生と5年生が稲刈りを体験しました。今年は、雨の影響で稲が倒れて刈りにくい状況でし
たが、サポーターの皆さんが、怪我をしないように鎌の使い方や刈り方を教えてくれました。３年生は、初めて
の体験に緊張しながらも上手に刈っていきました。5年生は、コンバインの脱穀作業も手伝いました。今年の
銘柄は「ミルキークイーン」です。そして、１１月27日は、おにぎり給食の日があります。収穫したお米を全校児
童が持ち帰り、家庭でおにぎりを作ります。収穫したお米がどんなおにぎりに変身するか楽しみです。田起こ

しから収穫まで、多くのサポーターさんが関わってくださったことに心から感謝いたします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すくすく健康部会 

  ４年生は、算数で「そろばん」を使って学習をしま
した。講師の方から、小数や大きい数の足し算や引
き算を教えてもらいました。子どもたちは、３年生で
習ったことを思い出しながら、考えたり、お互いに教
え合ったりして楽しく学習をしました。最後に、暗算に
も挑戦して正解を導き出していました。講師の方か
らは、電卓やスマホアプリとは違う、計算の道具「そ
ろばん」の良さを感じて興味を持ってほしいと話され
ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

                                   

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１８日に、白山小学校で「おやじ・おふくろの
会」が企画・運営をした「白山秋まつり」が行われまし
た。開会式を終えると、早速杵と臼を使っての餅つき
が始まり、大人たちの後には、子どもたちも餅つきを
体験しました。そして、お餅が出来上がると、子どもた
ちは、自分たちでお餅を丸めて、あん餅を作ったり、き

な粉をかけておいしそうに食べたりしました。その後、
秋まつり恒例の獅子舞が始まり、獅子連の迫力ある
演舞を見学しました。子どもたちにとっては、餅つきの
楽しさや三木町の文化や伝統を知る良い機会になり
ました。 

10月２1日に1年生保護者対象の家庭教育学級がありました。大きな手作り紙芝居「あたまにかき
のき」、「うみへやまへ」、「だごだごころころ」、「はしれカボチャ」そして、ファンタジーさんの代表作「め
っきらもっきらどおんどおん」など5つの趣向を凝らした読み聞かせがありました。子どもたちはわくわく
しながら物語の世界を楽しんでいました。ファンタジーさんの表現力豊かな読み聞かせに、大人も子ど
もも笑顔がこぼれていました。 

  小麦プロジェクトで、白山小学校で作った貴重な
小麦（農林26号）の商品化が決まり、3年生の子ど
もたちがデザイナーさんと一緒にそうめんのパッケ
ージデザインを考え、最後の工程のパッケージを付
ける作業もしました。商品化されたそうめんは、三木
町のお祭り「獅子たちの里 三木まんで願」で販売
されました。子どもたちは、種まきから商品化される
までに携わることで、たくさんの体験をし、三木町の

活性化にも関わることができました。 

 

 


